
﹇
ロ
〜
ホ

略
﹈

﹇
ロ
〜
ホ

同
上
﹈

ヘ

イ
又
は
ロ
の
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
又
は
契
約
の
解
除
が
あ

つ
た
場
合
に
は
、
既
に
当
該
売
買
契
約
に
基
づ
き
引
き
渡
さ
れ

た
商
品
が
使
用
さ
れ
た
と
き
に
お
い
て
も
、当
該
販
売
業
者
は
、

申
込
者
等
に
対
し
、
当
該
商
品
の
使
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
利
益

に
相
当
す
る
金
銭
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
。

﹇
号
の
細
分
を
加
え
る
。﹈

ト

﹇
略
﹈

ヘ

﹇
同
上
﹈

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

﹇
２
〜
６

略
﹈

﹇
２
〜
６

同
上
﹈

（
電
話
勧
誘
顧
客
の
財
産
の
状
況
に
照
ら
し
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
行
為
）

（
顧
客
の
財
産
の
状
況
に
照
ら
し
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
行
為
）

第
二
十
二
条
の
三

法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三

法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

﹇
号
を
削
る
。﹈

一

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
電
話
勧
誘
販
売
に
係
る
売
買
契
約
又
は
役
務
提
供
契
約
の
締
結
で
あ
つ
て
、
日

常
生
活
に
お
い
て
通
常
必
要
と
さ
れ
る
分
量
を
著
し
く
超
え
る
特
定
権
利
（
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
掲

げ
る
も
の
に
限
る
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
売
買
契
約
の
締
結
又
は
日
常
生
活
に
お
い
て
通

常
必
要
と
さ
れ
る
回
数
、
期
間
若
し
く
は
分
量
を
著
し
く
超
え
る
役
務
の
役
務
提
供
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

勧
誘
す
る
こ
と
。

一

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
電
話
勧
誘
販
売
に
係
る
売
買
契
約
又
は
役
務
提
供
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
当

該
売
買
契
約
又
は
役
務
提
供
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
電
話
勧
誘
顧
客
（
法
第
二
条
第

三
項
の
電
話
勧
誘
顧
客
を
い
う
。
次
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
と
つ
て
当
該
売
買
契
約
に
係
る
商
品
若

し
く
は
特
定
権
利
（
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て

同
じ
。）と
同
種
の
商
品
若
し
く
は
特
定
権
利
の
分
量
が
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
通
常
必
要
と
さ
れ
る
分
量

を
著
し
く
超
え
る
こ
と
と
な
る
こ
と
又
は
当
該
役
務
提
供
契
約
に
係
る
役
務
と
同
種
の
役
務
の
提
供
を
受
け

る
回
数
若
し
く
は
期
間
若
し
く
は
そ
の
分
量
が
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
通
常
必
要
と
さ
れ
る
回
数
、
期
間

若
し
く
は
分
量
を
著
し
く
超
え
る
こ
と
と
な
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
勧
誘
す
る
こ
と
。

二

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
電
話
勧
誘
販
売
に
係
る
売
買
契
約
又
は
役
務
提
供
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
当

該
売
買
契
約
又
は
役
務
提
供
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
顧
客
に
と
つ
て
当
該
売
買
契
約

に
係
る
商
品
若
し
く
は
特
定
権
利
と
同
種
の
商
品
若
し
く
は
特
定
権
利
の
分
量
が
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て

通
常
必
要
と
さ
れ
る
分
量
を
著
し
く
超
え
る
こ
と
と
な
る
こ
と
又
は
当
該
役
務
提
供
契
約
に
係
る
役
務
と
同

種
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
回
数
若
し
く
は
期
間
若
し
く
は
そ
の
分
量
が
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
通
常
必

要
と
さ
れ
る
回
数
、
期
間
若
し
く
は
分
量
を
著
し
く
超
え
る
こ
と
と
な
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
勧
誘
す
る
こ

と
。

二

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

（
電
話
勧
誘
販
売
に
お
け
る
禁
止
行
為
）

（
電
話
勧
誘
販
売
に
お
け
る
禁
止
行
為
）

第
二
十
三
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

第
二
十
三
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

若
年
者
、
高
齢
者
そ
の
他
の
者
の
判
断
力
の
不
足
に
乗
じ
、
電
話
勧
誘
販
売
に
係
る
売
買
契
約
又
は
役
務

提
供
契
約
を
締
結
さ
せ
る
こ
と
。

二

老
人
そ
の
他
の
者
の
判
断
力
の
不
足
に
乗
じ
、
電
話
勧
誘
販
売
に
係
る
売
買
契
約
又
は
役
務
提
供
契
約
を

締
結
さ
せ
る
こ
と
。

三

電
話
勧
誘
顧
客
の
知
識
、
経
験
及
び
財
産
の
状
況
に
照
ら
し
て
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
勧
誘
を
行
う
こ
と

（
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。）。

三

顧
客
の
知
識
、
経
験
及
び
財
産
の
状
況
に
照
ら
し
て
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
勧
誘
を
行
う
こ
と
（
法
第
二

十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。）。

﹇
四
〜
六

略
﹈

﹇
四
〜
六

同
上
﹈

（
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
等
の
妨
害
後
の
書
面
の
交
付
）

（
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
等
の
妨
害
後
の
書
面
の
交
付
）

第
二
十
三
条
の
三

法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
二
十
三
条
の
三

法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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